
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3009 

令和５年度 工業科(ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ系) 

 

教科 
工業科 
(ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ系) 

科目 デザイン基礎 単位数 ３単位 年次 
1年次 
(後期) 

使用教科書 自校作成プリント等 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

デザイン基礎は、グラフィック（印刷・広告）技術の各分野で必要とされる基礎・基本的な知

識、技術、態度などを体験的に学習する科目です。ここでは、デザイン計画、アナログデザイン、

デジタルデザインの実習をローテーションしながら、専門的な知識や技術、デザインの考え方な

どを学んでいきます。 

専門的な学びを進めていく過程で、自分の適性や興味・関心を踏まえ、今後の進路選択にも役

立ててください。 

 

２ 学習の到達目標 

(a) グラフィックデザインに関する基礎的な技術を実習によって体験し、グラフィック技術への興

味・関心を高め、基礎的・基本的な知識・技術を身につける。 

(b) グラフィックデザインの意義や役割を理解し、広い視野と倫理観を養う。また、実習での体験を

通して、今後の進路選択に役立てる。 

(c) 工業全体の発展をはかる意欲的な態度を身に付ける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

グラフィックデザインに関

する基礎的・基本的な知識・

技術を身につけ、ユニバー

サルデザインやサスティナ

ブルデザインに配慮したも

のづくりを計画し、その技

術を適切に活用している。 

グラフィックデザインに関

する諸課題の発見とその解

決をめざして思考を深め、基

礎的・基本的な知識と技術を

基に、技術者として適切に判

断し、表現する創造的な能力

を身に付けている。 

グラフィックデザインに関

する技術を用いてよりよい

社会を構築することに関心

をもち、その改善・向上をめ

ざして主体的に取り組もう

とするとともに、実践的な態

度を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

後

期 

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス 

 

・学校・専門系などのマー

クの制作 

 

・アイデアの捻出の仕方 

・アイデアの表現方法 

・アイデアのプレゼンテー

ション 

a:課題に関し様々な調査や検討

を進める技術を習得する。 

 

b: 課題の目的やコンセプトに照

らし合わせ現状と比較検討し、問

題点を見つけだすとともに解決

するためのアイデアを出す。 

 

c:自分のアイデアを他人に伝わ

る形（視覚化など）に表現しプレ

ゼンテーションする。 

 

 

 

 

レポート 

授業観察 

 

 

 

 

授業観察 

 

課題作品 

 

 

 

 

 

授業観察 

 

課題作品 

 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ

ｰｼｮﾝ 

 

 

 

 

表
現
と
技
法 

 

ポスター制作 

多様な表現技法の習得 

 

a:モダンテクニックに関する基

礎的・基本的な技術に興味・関心

を持つとともに、作品を作り上げる

ための過程を理解している。 

 

b:表現に工夫を凝らし、納得いく

作品に仕上げるために、丁寧に作

業を進めようとする姿勢を崩さ

ず、合理的な作業工程になるよう

創意工夫している。 

 

c:多角的な視点でデザイン案を

複数作成し、完成を予想しながら

楽しく作業を進める姿勢がある。 

 

 

 

課題作品 

 

レポート 

 

 

 

課題作品 

 

 

 

授業観察 

 

 

課題作品 

 

 

 

授業観察 

 

振 り 返 り

シート 
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ア
ド
ビ 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
基
本
操
作 

 

Adobe Illustrator 

基本的操作技術の習得 

 

a:コンピュータによる作画に関

する基礎的・基本的な技術に興味・

関心を持つとともに、描画ソフトによ

る基本的な作画技術を習得してい

る。 

b:街中で見かけるマーク等を模

写するためには、どのようなテク

ニックが用いられているのかを

思考・判断し、忠実な見本の再現

をめざして丁寧に作業を進める

姿勢がある。 

c:感性や想像力を働かせて思い

描いた自分の考えを、習得した技

術を用いてコンピュータ上に描

きだそうと創意工夫をしている。 

課題作品 

 

授業観察 

 

課題作品 

 

授業観察 

 

課題作品 

 

授業観察 

 

デ
ジ
タ
ル
画
像
の
編
集
・
加
工 

Adobe     

PhotoShop Lightroom 

基本的操作技術の習得 

 

a: デジタル写真の画像処理

および管理を行うための、 

基礎・基本的な技術を習得す

るとともに、写真（特にRAW

画像）の修整技術の基本操作

について学習する。 

b: 画像処理を行う上で必須

となる知識（プロファイル、

ヒストグラム、トーンカーブ

等）について理解するととも

に、簡単な画像処理作業（カ

ラー、輝度、深度範囲のコン

トロール等）を行い、その上

で複数のツールを組み合わせ

て、複雑な部分補正ができる

ように技術を習得する。 

c: 広告の分野に於いて、写

真が活用される事例から、こ

れまで学習してきた知識を利

用し、印刷を前提としたテー

マやコンセプトに基づいた制

作を進め、ビジュアルデザイ

ンにおいて必須となる画像処

理の基本的技術を DTP へ活用

できる能力を養うことを目的

とする。 

課題作品 

 

授業観察 

課題作品 

 

授業観察 

課題作品 

 

授業観察 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


